田舎館村農業委員会総会議事録

１．開催日時　令和３年３月１１日（木）午前８時５７分から９時４６分
２．開催場所　田舎館村役場３階「リハーサル室」

３．出席委員
農業委員（１０名）

　　会　長　　　　　　　　１０番　　福士　眞規
会長職務代理者　　　　　１番　　葛原　慶仁
委　員　　　　　　　　　２番　　山本　久行
　　　　　　　　　　　　３番　　福原　義明

　　　　　　　　　　　　　　４番　　工藤　浩司
　　　　　　　　　　　　　　５番　　鈴木　穣
６番　　中山　静子
７番　　白戸　陽平

８番　　田澤　隆
９番　　菊地　卓朗
農地利用最適化推進委員（５名）
担当区域１　　工藤　秀範
担当区域２　　岩間　孝治
担当区域４　　白戸　卓郎
　　　　　　　　　担当区域５　　小山　清孝

担当区域６　　鈴木　哲也
４．欠席委員（１名）　担当区域３　　一戸　健策
５．議事日程
　　　　　　　第１　議事録署名委員の指名

　　　　　　　第２　会議書記指名

　　　　　　　第３　議案第７号　農地法第３条第１項の規定に基づく農業委員会の許可に
ついて
　　　　　　　　　　議案第８号　農用地利用集積計画の決定について
　　　　　　　　　　議案第９号　田舎館村農業委員会非農地等証明書交付に関する事務処
　　　　　　　　　　　　　　　　理要領に基づく非農地等証明に係る意見について
６．農業委員会事務局職員
　　　　　　　事務局長　　竹内　哲也
　　　　　　　事務局次長　　佐藤　勝彦
７．会議の概要
　　　　　 事務局　　ただいまより、３月の定例総会を開催いたします。

まず、はじめに田舎館村農業委員会憲章の唱和を行います。

会　長　　一つ、農業委員会は　（憲章唱和　以下略）

事務局　　会長よりあいさつがあります。

会　長　　（会長あいさつ　以下略）

　　　　　　 　　　　それでは、会議をはじめたいと思います。本日の出席委員数は、農業
委員１０名、推進委員５名です。田舎館村農業委員会規則第６条により
会議が成立します。

　　　　　　　　　　 議事録署名者の指名を行います。５番の鈴木EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(みのる),穣)委員と６番の中山
静子委員を指名します。

　　　　　　　　　　 書記には、事務局の竹内・佐藤の両名を任命します。
　　　　　　　　　　 それでは、議案に入ります。

　　　　　　　　　 議案第７号、農地法第３条第１項の規定に基づく農業委員会の許可に
　　　　　　　　　 ついてを議題といたします。
　　　　　　農地法施行令第１条の規定により、別紙のとおり許可申請書の提出
があったので、審議を求めるものであります。
　事務局より説明願います。
事務局　　議案第７号について説明いたします。
　　　　　今月の農地法第３条の許可件数は、賃貸借権設定が２件です。
【議案第７号、賃貸借権設定の整理番号４、５について説明】
　　　　　３ページの賃貸借権設定の整理番号４については、大袋地区の中心部
付近と中心部から東側約３００ｍに位置する農地３筆であります。
　これまで、基盤法における賃貸借権設定により、耕作してきましたが、
期間満了を迎えることから、期間満了時に自動更新となる３条へ切り替
えるものであります。

　整理番号５については、役場から南西約４６０ｍに位置する農地であ
ります。
　同じく、期間満了を機に基盤法の賃貸借権設定から３条へ切り替える
ものであります。

　以上、これらの案件は、農地法第３条第２項各号には該当しないため、
許可要件のすべてを満たしております。
以上で、議案の説明を終わります。
会　長　　議案の審議に入ります。
　　　　　議案第７号に対して、意見、質問等ありませんか。
委　員　　（ありませんの声）
会　長　　無いようですので、議案第７号は議案のとおり許可することとします。

次に、議案第８号に入る前に、農業委員会等に関する法律第３１条及
び田舎館村農業委員会会議規則第１０条により、「農業委員会の委員は、
自己又は同居の親族若しくは、その配偶者に関する事項については、そ
の議事に参与することができない。」とありますので、７番の白戸陽平委
員、推進委員の白戸卓郎委員、鈴木哲也委員は、審議終了までの退席を
お願いします。
（白戸陽平委員、白戸卓郎委員、鈴木哲也委員、退席９：０６）

議案第８号、農用地利用集積計画の決定についてを議題といたしま
す。

　　　　　　　田舎館村長から、別紙のとおり農用地利用集積計画を定めたい旨の
通知があったので、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に
より農業委員会の決定を求めるものであります。
　　　　　　　事務局より説明願います。
事務局　　今月の案件は、所有権移転が１件、賃貸借権設定が３４件、使用貸
借権設定が２件です。
【議案第８号、所有権移転の整理番号１４、賃貸借権設定の整理番号３１～６
４、使用貸借権設定の整理番号８、９について説明】
　　　　　　　　　　　５ページの所有権移転の整理番号１４については、十二川原地区中
心部から西側約２６０ｍと田舎館中学校から東側約７００ｍに位置す
る農地であります。
　　　　　　　譲渡人自らの耕作が困難であるため、隣接地を所有する譲受人が取
得するものであります。
　　　　　　　６ページの賃貸借権設定の整理番号３１については、豊蒔地区中心
部から北側約３５０ｍに位置する農地であります。
期間満了による再設定であります。
７ページの整理番号３２から２０ページの整理番号６４の賃貸借権
設定については、農地中間管理事業による設定であります。
　　　　　　　整理番号３２については、垂柳地区中心部から東側約３００ｍに位
置する農地と他９筆であります。

　　　　　　　これまで、基盤法において設定していましたが、賃貸借料金の支払
い手続きを簡素化するため、中間管理事業に切り替えるものでありま
す。
　　　　　　　整理番号３３については、小野商事から西側約２４０ｍに位置する
農地と他１筆です。
　　　　　　　同じく、基盤法からの切り替えであります。
　　　　　　　８ページの整理番号３４については、小野商事から南西約２５０ｍ
に位置する農地と他１０筆であります。
　　　　　　　　　　　同じく、基盤法からの切り替えであります。
　　　　　　　　　　　整理番号３５については、枝川地区中心部から西北西約７８０ｍに
位置する農地と他６筆であります。
　　　　　　　同じく、基盤法からの切り替えであります。
　９ページの整理番号３６については、枝川地区中心部から西北西約８
００ｍに位置する農地と他７筆であります。
　同じく、基盤法からの切り替えであります。
　整理番号３７については、枝川地区中心部から西北西約４３０ｍに位
置する農地と他８筆であります。
　同じく、基盤法からの切り替えであります。
　１０ページの整理番号３８については、田舎館グリーンセンターの北
側に隣接する農地であります。
　同じく、基盤法からの切り替えであります。
　整理番号３９については、田舎館グリーンセンターから北東約１００
ｍに位置する農地と他３筆であります。
　同じく、基盤法からの切り替えであります。
１１ページの整理番号４０については、田舎館グリーンセンターから
北東約１３０ｍに位置する農地と他８筆であります。
　同じく、基盤法からの切り替えであります。
　整理番号４１については、枝川地区の南側に隣接する農地と他７筆で
あります。
　同じく、基盤法からの切り替えであります。
　１２ページの整理番号４２については、垂柳地区中心部から南東約７
５０ｍに位置する農地と他１筆であります。
　同じく、基盤法からの切り替えであります。
　整理番号４３については、垂柳地区中心部から南東約６９０ｍに位置
する農地であります。
　同じく、基盤法からの切り替えであります。
　整理番号４４については、田舎舘地区の北側に隣接する農地と他１筆
であります。
　同じく、基盤法からの切り替えであります。
　１３ページの整理番号４５と４６については、役場から南西約７３０
ｍに位置する農地であります。
　同じく、基盤法からの切り替えであります。
　整理番号４７については、田舎館グリーンセンターから北西約４６０
ｍに位置する農地と他４筆であります。
　同じく、基盤法からの切り替えであります。
　１４ページの整理番号４８については、田舎館グリーンセンターから
北北西約１９０ｍに位置する農地であります。
　同じく、基盤法からの切り替えであります。
　　　　　　　整理番号４９については、田舎館グリーンセンターから西側約７３
０ｍに位置する農地であります。
　　　　　　　同じく、基盤法からの切り替えであります。
　　　　　　　整理番号５０については、田舎館グリーンセンターから西側約６５
０ｍに位置する農地であります。
　　　　　　　同じく、基盤法からの切り替えであります。
　　　　　　　１５ページの整理番号５１については、田舎館中学校から西側約７
６０ｍに位置する農地と他２筆であります。
　　　　　　　同じく、基盤法からの切り替えであります。
　　　　　　　整理番号５２については、田舎館中学校から東側約５３０ｍに位置
する農地と他１３筆であります。
　　　　　　　同じく、基盤法からの切り替えであります。
　　　　　　　１６ページの整理番号５３については、畑中保育所から東側約１８
０ｍに位置する農地であります。
　　　　　　　同じく、基盤法からの切り替えであります。
　　　　　　　整理番号５４については、畑中保育所から東側約２６０ｍに位置す
る農地であります。
　　　　　　　同じく、基盤法からの切り替えであります。
　　　　　　　整理番号５５については、畑中保育所から南西約１５０ｍに位置す
る農地であります。
　　　　　　　同じく、基盤法からの切り替えであります。
　　　　　　　１７ページの整理番号５６については、豊蒔地区中心部から南東約
７６０ｍに位置する農地と他４筆であります。
　　　　　　　同じく、基盤法からの切り替えであります。
　　　　　　　整理番号５７については、役場から南西約７９０ｍに位置する農地
であります。
　　　　　　　賃貸人自らの耕作が困難であるため、賃借人が借受けるものであり
ます。

　　　　　　　整理番号５８については、田舎館中学校から東南東約４６０ｍに位
置する農地であります。
　　　　　　　賃貸人自らの耕作が困難であるため、賃借人が借受けるものであり
ます。
　　　　　　　１８ページの整理番号５９については、役場から南西約６７０ｍに
位置する農地であります。
　　　　　　　賃貸人自らの耕作が困難であるため、賃借人が借受けるものであり
ます。
　整理番号６０については、田舎館小学校から北西約２９０ｍに位置す
る農地であります。
　賃貸人自らの耕作が困難であるため、賃借人が借受けるものでありま
す。
　１９ページの整理番号６１については、境森地区中心部から南西約３
７０ｍに位置する農地と他７筆であります。
　賃貸人自らの耕作が困難であるため、賃借人が借受けるものでありま
す。
　整理番号６２については、境森地区中心部から西南西約５５０ｍに位
置する農地であります。
　賃貸人自らの耕作が困難であるため、賃借人が借受けるものでありま
す。
　２０ページの整理番号６３については、境森地区の南側に隣接する農
地と他６筆であります。
　賃貸人自らの耕作が困難であるため、賃借人が借受けるものでありま
す。
　整理番号６４については、土矢倉地区中心部から南側約６４０ｍに位
置する農地であります。
　賃貸人自らの耕作が困難であるため、賃借人が借受けるものでありま
す。
　２１ページの使用貸借権設定の整理番号８については、高田地区ほ場
整備事業に係る農地であることから、事業公告日から１５年以上の権利
設定が必要であるため、設定するものであります。
　整理番号９については、田舎館地区中心部から南東約７９０ｍに位置
する農地であります。
　賃貸人自らの耕作が困難であるため、賃借人が借受けるものでありま
す。

以上の経営内容は、経営面積、従事日数など、農業経営基盤強化促進法
第１８条第３項の各要件を満たしております。
以上で説明を終わります。
会　長　　議案の審議に入ります。
　　　　　議案第８号に対して、意見、質問等ありませんか。
委　員　　（ありませんの声）
会　長　　無いようですので、議案第８号は議案のとおり決定することとしま
す。
（白戸陽平委員、白戸卓郎委員、鈴木哲也委員、着席９：１４）

　　　　　　　　　　　次に、議案第９号、田舎館村農業委員会非農地等証明書交付に関す
る事務処理要領に基づく非農地等証明に係る意見についてを議題とい
たします。
　　　　　　　田舎館村農業委員会非農地等証明書交付に関する事務処理要領の規
定により、別紙のとおり非農地等証明願の提出があったので、意見を
求めるものであります。

　　　　　　　事務局より説明願います。
事務局　　議案第９号について、説明いたします。
　　　　　　　　　　　この案件については、申請者からの提出により、登記簿上の地目が
農地であるが、現況が農地以外であると認められる土地について、非
農地等証明書の交付を行うものであります。
　　　　　　　今月の非農地等証明願の提出は１件で、垂柳地区中心部に位置する
　　　　　　土地であります。

　　　　　　　申請者は、群馬県館林市青柳町１７７８－５の小野嘉仁さんと小野
美幸さんです。
　　　　　　　土地は、垂柳字前田１８－７、地目が田、面積が７１㎡です。
　　　　　　　目的は、地目変更であります。
　　　　　　　以上です。
会　長　　議案の審議に入る前に、現地調査の結果報告について、２番の山本
久行委員からお願いします。
調査委員（２番　山本久行委員）
　　　　　　　　　　　２４ページの現地調査の結果を報告します。
　　　　　　　　　　　３月１日（月）に山本委員、福原委員、事務局の４名で現地調査に
行ってきました。
　　　　　　　申請人の氏名は、小野嘉仁さん、小野美幸さんです。
住所は、・・・・・（中略）・・・・・、調査結果としましては、肥培
管理を廃止し、・・・・・（中略）・・・・・、また、周辺農地へ及ぼす
影響も無いと思われます。以上です。

会　長　　次に、事務局より補足説明がありましたら、お願いします。
事務局（竹内）　　
只今、葛原委員から報告があったとおりでございますが、肥培管理を
廃止し４０年以上経過していること、土地が宅地と一体的になっている
ことからも、この土地で営農することは困難であると判断します。
　また、垂柳地区の中心部に位置し、農業振興地域の農用地区域内の一
団の農地でないことや、先日の都市計画審議会においても、市街化調整
区域の緩和区域として、農家住宅以外の一般住宅も建築できる区域に指
定されたことからも、非農地として認定してよい土地であると考えます。
　次に、佐藤次長からも補足説明があります。
　
事務局（佐藤）
　　　　　申請人がこの農地を取得するまでの経緯をお話しします。
　　　　　（説明）

会　長　　議案の審議に入ります。

　　　　　議案第９号に対して、意見、質問等ありませんか。

委　員（９番　菊地卓朗委員）
　　　　　非農地としては問題ないと思う。
　　　　　隣接する宅地の１８－３について、土地が今回の申請者で、建物が別
の人の所有となっている。
　申請地と一体的に利用を考えているのであれば、建物の所有者が亡く
なっているのであれば、申請人が建物所有者の家族との協議も必要と思
われる。
　建物所有者の家族については、調べているか。
事務局（佐藤）
　　　　　調べていません。
委　員（９番　菊地卓朗委員）
　　　　　調べておいた方が良いと思う。

会　長　　他にありませんか。
委　員　　（ありませんの声）
会　長　　無いようですので、議案第９号については、非農地と判断すること
に決定いたします。
　　　　　　　　　　　以上で、今日の総会の議案は、全て終了しました。
　　　　　　　　　　　ありがとうございました。

前記のとおり会議の次第を記録し、相違ないことを認証し署名押印する。
令和３年３月１１日
　
田舎館村農業委員会
会　長
議事録署名者

委　員
　　　　　　　　　　　　　　　　　委　員
